
腎臓グループ 

 

所属メンバー 

・佐々木 聡 （講師、昭和 61 年卒） 

・伊東 広臨 （大学院生、平成 12 年卒) 

・岡本 孝之 （大学院生、平成 15 年卒) 

 

 

 

外来患者数    860 人/年 

入院患者数    40 人/年 

 

特色ある診療内容 

関連病院腎臓外来 道内主要関連病院 

腎生検診断 51 例/年 

腎不全(保存期及び透析患者)•腎移植関連患者 20 例/年 

 

 

研究内容 

・全国多施設研究による小児難治性腎疾患 (ネフローゼ症候群、IgA 腎症、ループス腎炎)

の治療法開発 

・ 小児保存期腎不全管理と腎移植治療 

・ ネフローゼ症候群•糸球体硬化の進展機序解明と治療法開発に関する基礎的研究 

・ シクロスポリン腎症における尿細管間質障害発症•進展機序解明に関する基礎的研究 
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学会活動（委員会委員など） 

 

日本小児腎臓病学会評議員•総務委員、統計調査委員会末期腎不全調査委員(佐々木聡) 

小児難治性腎疾患治療研究会北海道地区世話人(佐々木聡) 

小児 IgA 腎症研究会幹事 (監事) 

北海道小児腎臓病研究会会長 (佐々木聡) 

北海道臨床腎臓研究会幹事 (佐々木聡) 

北海道腎フォーラム幹事 (佐々木聡) 

 


